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研究成果の概要（和文）：温熱刺激（温罨法）と用手法を併用する場合の有用性（血管拡張効果）について検証
した．最初に温熱刺激の血管拡張効果は夏季（外気温が高い状況）と冬季（外気の低い状況）では異なることが
考えられたため，実施時期での温熱刺激の効果を比較検証し，血管拡張率が異なることを明らかにした．次に温
熱刺激と併用する用手法として，クレンチングの効果を評価した結果，クレンチング回数や実施時間によっても
クレンチングの効果が異なることが示唆された．これらの検証を踏まえ，温熱刺激とクレンチングを併用した効
果について検証した．その結果，温熱刺激とクレンチングを併用した場合，それぞれの効果は単純に加算されな
い可能性も示唆された．

研究成果の概要（英文）：We evaluated the vasodilating effect of combined thermal stimulation and 
clenching. First, the vasodilating effects of thermal stimulation were compared between summer and 
winter. The results suggested that there was a difference in the effect of vasodilation. Next, the 
effects of clenching were evaluated. The results suggested that the effects of clenching varied with
 the number of times and duration of clenching. The combined effects of thermal stimulation and 
clenching were examined. The results suggested that the combined effects of thermal stimulation and 
clenching may not be additive.

研究分野：基礎看護学

キーワード： 静脈穿刺　血管拡張　看護学　温熱刺激　クレンチング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
静脈穿刺時の看護援助は，採血や注射場面のみならず，血管穿刺が困難と想定される様々な場面での応用が可能
であり，頻回な穿刺が必要とされる患者への援助方法としても有用だと推察される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
平成 14年 9月看護師の静脈注射実施に関する法解釈の変更がなされ，静脈注射は看護師が行
える診療補助行為の範疇となった．対象者の皮膚に針をさす静脈穿刺は侵襲性の高い看護援助
であり，看護師は様々な手技を駆使し少しでも静脈の拡張を促し穿刺の成功に努めている．静脈
を拡張させる手技としては，温罨法等の温熱刺激やタッピングやクレンチングなどの用手的方
法がある．そして，これまでの研究成果から，これら個々の手技の効果については先行研究でも
報告され始めていた．しかしながら，これらの手技を併用した場合の効果については報告されて
いないため，複数手技の併用による効果を検証することとした．特に，本研究では温熱刺激と用
手法（クレンチング）の単独効果と併用効果について検証した． 
 
 
２．研究の目的 
（1）実験 1：温熱刺激の実施時期（夏季と冬季）での血管拡張効果を明らかにする． 
（2）実験 2：クレンチング回数や実施時間の違いによる血管拡張効果を比較する． 
（3）実験 3：温熱刺激とクレンチングの併用による血管拡張効果を検証する． 

 
 
３．研究の方法 
（1）実験 1では，健常人 19 名を対象に，室温を季節ごとに一定に保った実験室(夏季：28℃±
2℃，冬季：20℃±2℃）を使用した．実験前の上肢の血管断面積を超音波診断装置(Logiq e，GE 
Healthcare)にて測定した．温熱刺激は 50℃の湯で加温した温罨法用具(コールド/ホットパック，
3M)で 5分間上肢を加温した(Fig.1)．5 分間の加温後に，再び超音波診断装置にて血管断面積を
測定した．この方法で同一対象者に夏季(9 月中旬)と冬季(11 月末～12 月上旬)で実験を行い，
実験時期により温熱刺激時の血管拡張効果を比較検討した（Fig.2）． 
 

 
 
 
（2）実験 2では，ベッドに臥床した状態で健常人の男女 20名を対象に 4条件（4群）での比較
をおこなった．1 群は駆血のみを 60 秒間実施した．2 群では駆血後 40-50 秒の時間帯に(10 秒
間)手を握った状態を維持した．3群では駆血に加えて 40-50 秒の時間帯に 10秒間で 5回クレン
チングを実施した．4群では駆血に加えて 40-50 秒時間帯に 10秒間で 15回クレンチングを実施
した．これらの群の実施順はランダム化して行い，各群の間隔は 5分間あけた．評価指標である
血管断面積は超音波診断装置を用いて，駆血圧 60 ㎜ Hg に統一し 60秒間の駆血後に計測した． 
 
（3）実験 3では，健常人 13 名を対象とし，クロスオーバー試験を実施した．温罨法用具で 5分
間上肢を加温のみ実施するコントロール群(以下，温罨法群)と温罨法にクレンチングを併用す
る群(以下，クレンチング併用群)では，5分間の加温後に 10 秒間（1回/秒のペースで計 10回）
のクレンチングを実施してもらった．なお，温罨法群とクレンチング併用群の介入順序について
はランダム化して行い,各群介入の間隔は先行介入を参考に，持ち越し効果が生じないように十
分な時間を確保した． 
 
 
４．研究成果 
（1）実験 1では，指尖部の皮膚表面温度は夏季と冬季で比較した結果，冬季が有意に低かった．
血管断面積の平均値は，夏季では温罨法前が 17.0 mm²，温罨法後では 17.6 mm²で有意差を認め
なかった．冬季では温罨法前が 11.6 mm²，温罨法後では 13.2 mm²であり有意差が認められた． 
 

Fig. 2 : Measurement with ultrasonography  



（2）実験 2では，1群(駆血のみを実施した群)では，血管断面積の平均値は，駆血開始 40 秒後
では 10.0 ㎜²であり，60 秒後では 10.5 ㎜²であった．2群(駆血に加えて手を握った状態を維
持した群)では，血管断面積が駆血開始 40秒後では 9.7 ㎜²であり，60 秒後で 10.9 ㎜²であっ
た．3 群(駆血に加えて 5 回クレンチングを実施した群)では，血管断面積が駆血開始 40 秒後で
は 10.0 ㎜²であり，60 秒後で 11.7 ㎜²であった．4群(駆血に加えて 15回クレンチングを実施
した群)では，駆血開始 40秒後では 9.9 ㎜²であり，60 秒後で 11.9 ㎜²であった． 
 
（3）実験 3では，温罨法群の血管断面積の平均値は加温前が 14.3 mm2であったが加温 5分後は
16.7 mm2であった．一方，クレンチング併用群の場合，加温前の血管断面積は 13.9 mm2であっ
たが加温 5分後は 16.9 mm2だった．温罨法群とクレンチング併用群の血管断面積には有意差が
認められなかった．これらより，温熱刺激とクレンチングを併用した場合，その効果が単純に加
算されない可能性が示唆された． 
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